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 ２００３年１０月２８日から１１月３日の間に太陽表面上では、ＧＯＥＳクラスで分けると５つのＸクラス

フレア・１２のＭクラスフレアが発生しており、ほとんどのフレアが北半球にある活動領域ＮＯＡＡ１０４８８（以

降４８８と呼称）と南半球にある活動領域ＮＯＡＡ１０４８６（以降４８６と呼称）で発生している。 

 ５つのＸクラスフレアでは、紫外線・Ｘ線観測により高温コロナループによるアーケード構造がはっきりと

確認されている。４８６で発生しているフレアについては、すべてフィラメント放出現象を伴っており、またＳＯ

ＨＯ衛星搭載のＬＡＳＣＯでは５つのフレアすべてに対応したＣＭＥ発生が報告されている。よってこれらのフレ

アは、いずれも惑星間空間に擾乱を発生させたと考えられる。しかし、地球磁気圏に擾乱を与えストームを発生さ

せたフレアは、タイミング的に考えると、すべて南半球にある４８６で発生していると考えられている。この期間

４８６で発生したＸクラスフレアは、４８８で発生したＸクラスフレアに比べて、Ｘ５以上の巨大フレアであるこ

とは確かではあるが、同じような経度上にある活動領域で発生したフレアなのに、南半球で発生したフレアのみ地

球に擾乱を与えるのは不思議である。そのような観点から、ＬＡＳＣＯデータを調べたところ、南半球で発生した

フレアと関連のあるＣＭＥはすべてＨＡＬＯ－ＣＭＥであるのに対して、北半球で発生したフレアと関係のあるＣ

ＭＥは開き角が小さかった。 

 本講演では、この南半球と北半球で起きたＸクラスフレアの違いを、衛星観測で得られたＸ線・極紫外線・

観測データやコロナグラフ・電波観測データを基に紹介する。 


